
                        

    
 

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
四
月
二
八
日
、
令
和
六
年
度
の

広
袴
町
内
会
の
定
時
総
会
が
広
袴
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

 

司
会
は
川
良
徳
広
氏(

１
組)

、
書
記
が
斉
藤
英
樹
氏(

13

組)

。

小
堺
幸
男
町
内
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
長
に
中
田
辰
英
氏

(

10

組)

を
選
出
し
、
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

 

第
一
号
議
案 

令
和
五
年
度
事
業
に
つ
い
て 

 
 

第
二
号
議
案 

令
和
五
年
度
決
算
に
つ
い
て 

 
 

第
三
号
議
案 

令
和
六
年
度
町
内
会
事
業
に
つ
い
て 

 
 

第
四
号
議
案 

令
和
六
年
度
会
計
予
算
に
つ
い
て 

 
 

第
五
号
議
案 

令
和
六
年
度
役
員
選
出
に
つ
い
て 

 
 

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
す
べ
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

   

1. 

会
員
総
数 
六
三
三 

 
 

2. 

出
席
者
数 

一
〇
〇
、
委
任
状 

四
〇
七 

 

3. 

議
案
承
認
数 

五
〇
七 

 
 

 4. 

委
任
状
未
提
出
数 

一
二
六 

 
 

こ
の
後
、
二
〇
二
四
～
二
五
年
度
の
会
計
監
査
役
に
吉
川

和
章
氏(

3

組)

と
齋
藤
嘉
男
氏(

12

組)
の
二
人
が
選
出

さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
小
堺
会
長
か
ら
一
～
八

組
の
新
任
委
員
と
全
組
の
新
班
長
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

 

  

■
町
内
会
会
長 

小
堺
幸
男
（
こ
ざ
か
い
・
ゆ
き
お
） 

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度

定
期
総
会
へ
の
ご
出
席
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に

ご
協
力
頂
き
、
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
町
内
の
抱
え

る
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
と
の
対
話
を
通
じ
て
、

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

防
災
関
係
で
は
、
六
月
に
安
否
確
認
訓
練
、
ま
た
秋
に
は
自

主
防
災
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
。
秋
の
防
災
訓
練
で
は
、
怪
我

や
骨
折
の
際
の
三
角
巾
の
巻
き
方
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
ま
た

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
訓
練
等
の
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。
自

助
、
共
助
の
た
め
の
訓
練
で
す
。
会
員
の
皆
様
は
必
ず
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

防
犯
関
係
で
は
、
町
田
警
察
生
活
安
全
課
の
方
を
お
招
き
し
、

詐
欺
、
泥
棒
対
策
等
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最
近
は

巧
妙
な
手
口
が
増
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

今
後
と
も
広
袴
町
内
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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町
作
り
の
５
つ
の
柱 

１ 

安
心
、
安
全
な
町 

２ 

子
ど
も
お
年
寄
り
を
大
事
に
す
る
町 

３ 

き
れ
い
で
清
潔
な
町 

４ 

伝
統
、
文
化
を
大
切
に
す
る
町 

５ 

ご
近
所
の
触
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合
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の
あ
る
町 
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広

袴

町

内
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会 

町

内

会

長

・

副

会

長

の

挨
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お知らせ！ 

夏祭り 

盆踊り大会 

7 月 27 日 



 
■
副
会
長 

捧
政
智
（
さ
さ
げ
・
ま
さ
と
も
） 

 

花
の
盛
り
も
い
つ
か
過

ぎ
て
、
葉
桜
の
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。
初
夏
を
思
わ
せ
る

陽
ざ
し
に
、
日
陰
を
探
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

長
い
コ
ロ
ナ
禍
が
緩
和
に

な
り
、
昨
年
度
は
夏
祭
り
な
ど
、
例
年
通
り
行
事
・
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

各
委
員
さ
ん
、
班
長
さ
ん
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
ご
ろ
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

広
袴
町
内
会
は
活
動
が
活
発
で
、
町
内
の
清
掃
、
調
整
池
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
夏
は
盆
踊
り
納
涼
ま
つ
り
。
秋
は
鶴
川
地
区

町
内
自
治
会
主
催
の
大
運
動
会
、
長
き
に
渡
り
行
わ
れ
て
い
る

作
品
展
示
会
。
防
犯
活
動
で
は
、
年
末
パ
ト
ロ
ー
ル
、
子
ど
も

会
と
の
共
催
で
の
ド
ン
ト
焼
き
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
行
事
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

役
員
規
定
に
よ
り
、
会
長
・
副
会
長
は
一
期
二
年
、
二
期
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
副
会
長
と
し
て
最
後
の
年
に
な

り
ま
す
。
今
年
度
の
担
当
は
、
環
境
厚
生
部
と
防
犯
交
通
部
に

な
り
ま
す
。
皆
様
が
参
加
し
て
楽
し
い
町
内
会
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

     

 

■
副
会
長 

水
野
利
雄
（
み
ず
の
・
と
し
お
） 

 

町
内
会
副
会
長
の
水
野

利
雄
で
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

総
務
と
会
計
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
一
層
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
町

内
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
信
頼
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

総
務
で
は
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
円
滑
な
運
営
に
務

め
、
皆
様
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
心

が
け
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
各
委
員
会
の
充
実
を
図
り
、
イ
ベ

ン
ト
や
行
事
の
企
画
・
準
備
・
運
営
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
の
声
に
耳
を
傾
け
た
改
善

を
行
い
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

会
計
で
は
、
承
認
を
頂
き
ま
し
た
予
算
に
基
づ
き
、
効
果
的

な
費
用
の
削
減
や
会
計
規
則
に
則
っ
て
管
理
を
行
い
、
適
切
な

使
途
に
充
て
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

 

何
か
ご
不
明
な
点
や
ご
提
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
い
つ
で

も
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

皆
様
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

  

■
副
会
長 

茶
花
健
太
郎
（
ち
ゃ
ば
な
・
け
ん
た
ろ
う
） 

 

会
員
の
皆
さ
ま
、
今
年

度
も
引
き
続
き
副
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

茶
花
で
す
。
広
報
部
と
文

化
部
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
や
は
り
一
番
は
「
夏
祭

り
・
盆
踊
り
大
会
」
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
、
四
年

ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
役
員
も
手
さ
ぐ
り
で
、
ほ
と
ん
ど

何
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
こ
の
間
、

苛
酷
と
も
い
え
る
数
ケ
月
で
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、

と
て
も
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

大
会
が
成
功
し
ま
し
た
の
は
、
広
袴
町
内
会
の
皆
さ
ま
の

お
力
、
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
障
害
に
ぶ
つ
か
っ

た
際
に
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
が
支
え
と
な
っ
た

か
ら
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

今
年
も
夏
祭
り
を
成
功
さ
せ
、
皆
さ
ま
へ
の
恩
返
し
が
で

き
ま
す
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
昨
年
同
様
、
お
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
広
袴
ラ
イ
フ
の
一
助
と

な
り
ま
す
よ
う
、
私
自
身
も
楽
し
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
一
年
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

   



                             

                             

                             

　
　

　
　

　

環
境

厚
生

部
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通
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副
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化

部
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名
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-
A

吉
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康

生
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B

大
塚

　
靖

夫

副
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副
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-
A

諸
墨
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子
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B

磯
貝

　
祐

広
報

部
 班

長
7
名

8
-
A

大
石

　
司
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-
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岸
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副
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Ｂ
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捧
　

　
政
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茶
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１
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-
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1
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-
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石
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-
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工
藤

　
哲

朗
会

　
　

長

8
-
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河
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自
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防
災
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1
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C

小
堺

　
幸

男
1
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-
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内
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小
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＆
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5
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広
袴
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内
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総
務

部

①
宮

田
洋

一
（
1
-
A

）

②
吉

川
毅

（
2-B

）
③

田
辺

明
夫

（
2
-
C

）

④
布

野
美

和
（
3
-
A

）

⑤
堀

啓
至

（
4-B

）
⑥

近
藤

敏
文

（
6
-
A

）

⑦
阿

部
重

雄
（7-A

）
⑧

棈
松

紘
一

（
9
-
C

）

⑨
中

村
晃

紘
（
9
-
D

）

⑩
佐

々
木

政
行

（12
-B

）
⑪

尾
﨑

順
一

（
1
2
-
C

）

⑫
吉

村
昌

樹
（16-C

）

①
根

本
靖

大
（
2
-
A

）

②
大

塚
秀

男
（3-B

）
③

佐
藤

進
（4-C

）

④
角

谷
弘

記
（
6
-
B
）

⑤
高

橋
憲

明
（10-

A
）

⑥
坂

本
信

弘
（
1
0
-
B
）

⑦
洞

口
栄

二
子

（10
-C

）
⑧

森
本

亮
平

（
1
2
-
A

）

⑨
阿

久
津

義
則

（
1
2
-D

）

⑩
飯

田
忠

司
（14-

B
）

⑪
五

十
嵐

義
明

（
1
5
-B

）

⑫
邊

見
幸

大
（16-

A
）

①
渡

邉
祥

聡
（
1
-
B
）

②
長

谷
芳

教
（1-C

）
③

高
橋

史
晃

（4-A
）

④
水

野
亜

矢
（
9
-
A

）

⑤
久

保
田

高
穂

（11
-A

）
⑥

新
堀

牧
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（
1
5
-
D

）

⑦
南

部
修

（16-B
）

①
大

川
幸

男
（
3
-
C

）

②
霧

生
貞

一
（5-A

）
③

平
林

キ
ヨ

（5-B
）

④
森

妙
子

（
8
-
A

）

⑤
徐

立
静

（
9-B

）
⑥

浦
岡

利
信

（
1
1
-
B
）

⑦
佐

藤
裕

幸
（13-A

）
⑧

八
木

敏
行

（
1
3
-
B
）

⑨
内

村
広

治
（
1
4
-
A

）

⑩
林

武
矢

（
14-C

）
⑪

松
村

久
子

（
1
5
-
A

）

⑫
吉

野
健

吾
（15-C

）
⑬

山
口

あ
や

子
（
1
6
-
D

）



                             

   

広
袴
自
主
防
災
隊
の
隊
長
が
、
今
年
度
、
吉
川
哲
央
氏
か
ら 

小
谷
英
彦
氏(

13

組)

に
代
わ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
自
主
防
災
隊
長
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
小
谷
英
彦

と
申
し
ま
す
。 

 

今
、
全
国
各
地
で
大
き
な
地

震
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
近
い
将
来
、
首 

都
圏
直
下
地
震
の
発
生
も
予 

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
田
市
北
部
は
比
較
的
安
全
性
の
高
い
地 

域
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
っ
た
ん
災
害
が
起
き
れ
ば
家
屋 

の
倒
壊
や
火
災
の
延
焼
は
ま
ぬ
が
れ
た
と
し
て
も
イ
ン
フ
ラ
の 

停
止
や
ト
イ
レ
の
確
保
、
水
、
食
料
品
の
配
給
遅
延
な
ど
復
旧 

ま
で
に
多
く
の
時
間
を
要
し
ま
す
。 

 
昨
年
の
暮
れ
に
「
東
京
く
ら
し
防
災
・
東
京
防
災
」
と
い
う 

書
物
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
全
部
読
み
切
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ 

ん
が
、
日
頃
か
ら
目
の
ふ
れ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
関
心
を
持
ち 

つ
づ
け
、
災
害
が
起
き
た
時
に
最
小
限
の
被
害
で
済
む
よ
う
に 

日
々
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

自
主
防
災
隊
は
少
人
数
で
す
が
、
日
頃
か
ら
安
否
確
認
訓
練 

や
防
災
訓
練
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
方
面
か
ら
地
域
の
防
災
・ 

減
災
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
自
主 

防
災
隊
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    

    

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
一
月
一
二
日
（
金
）、
町
田
市
老
連

主
催
輪
投
げ
競
技
大
会
が
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
さ
れ
て
い
た
会
が
復
活
し
、
今
年
、

例
年
通
り
の
大
会
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

三
二
チ
ー
ム
約
二
〇
〇
名
が
参
加
し
、
広
袴
の
広
楽
会
輪
投

げ
部
が
準
優
勝
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
結
果
、
六
月
二
一
日
（
金
）、
東
京
都
中
野
区
立
体
育
館

で
開
催
さ
れ
る
東
京
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。
毎
週
木

曜
日
、
広
袴
会
館
で
練
習
を
つ
づ
け
た
成
果
で
す
。 

な
ん
と
も
素
晴
ら
し
い
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

輪
投
げ
？
子
供
の
遊
び
？
と
ん
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

輪
投
げ
は
、
五
メ
ー
ト
ル
先
の
得
点
板
（
１
～
９
点
）
に
向

け
て
、
九
本
の
輪
を
投
げ
、
１
か
ら
９
の
得
点
板
に
輪
が
入
っ

た
合
計
点
を
競
い
ま
す
。 

 

広
楽
会
の
輪
投
げ
部
は
、
木
曜
日
の
九
時
か
ら
一
一
時
ま
で

の
二
時
間
、
通
常
部
員
七
名
で
練
習
し
て
お
り
ま
す
。
部
員
は

随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

 

広
楽
会
（
現
在
七
七
名
在
籍
）
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
将
棋
、
麻
雀
、
手
芸
の
会
、
日
帰
り
旅
行
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
、

ど
う
ぞ
気
楽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
広
楽
会
の
河
野
眞
鑑
会
長
（
０
４
２

-

７
３
５-

１
９
８
、
０
９
０-

９
８
３
２-

０
３
９
１
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

輪

投

げ

大

会

で

準

優

勝 

2024（令和 6）年度 広袴町内会の年間行事（予定）  

2024/06/09(日)     災害安否確認訓練 

        07/21(日)     広袴公園調整池周辺のクリーンアップ 

     07/27(土)    納涼夏祭り・盆踊り大会（予備日 8 月 3 日） 

     09/08(日)     自宅周辺クリーンアップ 

     09/29(日)    神明社秋季禮大祭（9/28、神明社宵宮祭） 

     10/20(日)     鶴連交流事業・運動会（野津田公園競技場） 

     10/27(日)     大規模防災訓練、スタンドパイプ訓練等（広袴公園） 

     11/09,10(土日)  作品展示会 

     11/17(日)    広袴公園周辺クリーンアップ 

     12/29,30(日月)  歳末防犯パトロール 

  2025/01/11(土)     ドント焼き 

 

自

主

防

災

隊

長

の

交

替 

お知らせ 

 

安否確認

訓練 

 

6 月９日 



  
   

昨
年
の
一
二
月
二
九
日
と
三
○
日
の
二
日
間
、
年
末
恒
例

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

参
加
者
は
四
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
拍
子
木
を
打
つ
音

に
合
わ
せ
、「
火
の
用
心
」
と
声
を
出
し
な
が
ら
、
町
内
を
三

〇
分
ほ
ど
歩
き
ま
し
た
。
途
中
、
外
灯
が
暗
い
と
こ
ろ
は
な

い
か
？
危
険
な
場
所
は
な
い
か
？
な
ど
の
確
認
も
し
ま
し
た
。 

 
 

私
は
、
歳
末
パ
ト
ロ
ー
ル
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

拍
子
木
が
重
か
っ
た
こ
と
、
拍
子
木
の
打
つ
音
に
負
け
な
い

よ
う
「
火
の
用
心
」
の
声
掛
け
を
し
た
こ
と
、
は
じ
め
は
ち

ょ
っ
と
恥
ず
か
し
か
っ
た
が
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

の
体
験
で
し
た
。 

 
 

一
日
目
は
広
報
誌
用
に
写
る
写
真
が
ブ
レ
て
し
ま
い
、
使

え
そ
う
な
写
真
は
一
枚
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
苦
笑
）
。 

 

 
 

 
 

隣
近
所
が
寄
り
合
い
、
地
域
の
安
全
を
願
う
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
。
地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
素
敵
な
活
動
だ
と

思
い
ま
し
た
。
来
年
度
は
も
っ
と
沢
山
の
方
々
が
参
加
し
て
、

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
み
ん
な
で
大
き
な
声
を
出
し
あ
い
、

ス
ッ
キ
リ
し
て
（
笑
）、
年
明
け
を
迎
え
る
の
も
悪
く
な
い
な

あ
～
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

お
寒
い
中
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た

役
員
の
皆
さ
ま
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
町
内
を
巡
回
し
た
あ

と
、
暖
か
い
飲
み
物
を
い
た
だ
い
て
、
心
も
ポ
カ
ポ
カ
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（

15

組 

穂
積
良
輔
） 

                 

    

ド
ン
ト
焼
き
の
主
な
目
的
は
、
お
焚
き
上
げ
し
、
そ
の
煙
に

の
っ
て
歳
末
神
様
が
天
に
お
戻
り
に
な
る
の
を
、
お
見
送
り
す

る
こ
と
で
す
。ま
た
、
お
焚
き
上
げ
の
煙
や
火
の
粉
に
あ
た
り
、

無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
、
子
孫
繁
栄
な
ど
を
祈
願

し
ま
す
。 

 

ド
ン
ト
焼
き
で
は
、
お
正
月
に
飾
っ
た
お
飾
り
や
し
め
縄
、

お
礼
、
お
守
り
、
ダ
ル
マ
な
ど
祈
祷
さ
れ
た
も
の
や
、
神
事
に

使
わ
れ
た
縁
起
物
は
お
焚
き
上
げ
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
日
は
午
前
中
か
ら
雲
が
広
が
り
、
い
ま
に
も
天
気
が
崩

れ
そ
う
な
中
、
点
火
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
雨
が
降
り
始

め
ま
し
た
。し
か
し
、
点
火
の
瞬
間
を
待
っ
て
い
た
参
加
者
は
、

火
が
落
ち
つ
い
て
か
ら
、
お
焚
き
上
げ
の
火
を
囲
み
、
各
自
持

ち
寄
っ
た
お
団
子
や
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
温
め
て
、
頬
張
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
ほ
っ
こ
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
地
域
の
絆
が

よ
り
強
く
結
ば
れ
る
の
を
感
じ
ま
す
。 

 

以
前
よ
り
小
規
模
に
な
っ
た
ド
ン
ト
焼
き
で
す
が
、
そ
の
分

目
が
行
き
届
い
て
、
安
全
に
行
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
ド
ン
ト
焼
き
が
開
催
で
き
た
の
は
、
地
主
の
大
塚
さ

ん
の
ご
厚
意
で
、
田
ん
ぼ
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
か
ら
で
す
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ド
ン
ト
焼
き
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
負
け
ず
、

地
域
の
人
び
と
を
一
つ
に
す
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で
し
た
。
参

加
さ
れ
た
方
々
は
、
自
然
と
と
も
に
新
し
い
年
を
迎
え
、
地
域

の
結
束
を
感
じ
な
が
ら
、
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
４
組 

大
津
純
子
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歳
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

ド

ン

ト

焼

き 



                             
 

 
 

 

 

み
な
さ
ん
、
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
！ 

一
月
下
旬
、
神
明
神
社
の
裏
道
に
吊
る
さ
れ
た
手
書
き
の 

看
板
。
ご
み
を
捨
て
た
場
合
の
「
懲
役
又
は
罰
金
規
定
」
が

書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
広
袴
に
拠
点
を
持
つ
「
鶴

二
お
や
じ
た
ち
の
会
」
が
町
田
市
推
奨
の
「
ア
ダ
プ
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
事
業
＝
市
民
と
行
政
が
協
働
で
進
め
る
「
ま
ち

美
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
。 

 
 

不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
回
収
。
草
を
刈
り
、
廃
ほ
だ
を

並
べ
、「
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
を
発
信
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。「
チ
カ
ン
に
ご
注
意
」
の
看
板
の
あ
る

小
道
の
広
場
で
毎
月
一
回
、
子
ど
も
た
ち
と
の
「
森
遊
び
」

活
動
も
行
っ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
や
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
、
農
作

業
用
カ
ー
ト
で
の
カ
ー
レ
ー
ス
、
森
の
プ
ラ
レ
ー
ル
、
そ
し

て
リ
リ
ー
ス
前
提
の
「
虫
取
り
遊
び
」
な
ど
。
気
の
向
く
ま

ま
、
こ
こ
を
我
々
は
「
ポ
ケ
モ
ン
の
森
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

          

看
板
に
は
『
ポ
ケ
モ
ン
を
つ
く
っ
た
男
～
田
尻
智
～
』（
小
学

館
）
の
一
節
「
ポ
ケ
モ
ン
の
原
点
は
、
町
田
の
森
で
工
夫
や
研

究
を
し
な
が
ら
、
虫
を
捕
ま
え
た
こ
と
」
と
の
記
事
を
掲
示
。

そ
の
本
に
込
め
ら
れ
た
「
考
え
続
け
れ
ば
必
ず
答
え
が
見
つ
か

る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
胸
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。 

 

き
っ
か
け
は
、
二
〇
〇
四
年
に
起
き
た
佐
世
保
小
６
女
児
殺

害
事
件
。
文
部
省
が
呼
び
か
け
た
「
命
の
教
育
」
の
実
践
と
し

て
行
っ
た
。
鶴
川
二
小
の
校
庭
で
、「
カ
ブ
ト
虫
を
育
て
観
察
す

る
活
動
」
を
皮
切
り
に
、
二
〇
〇
八
年
に
は
「
カ
ブ
ト
虫
バ
ト

ル
」
を
開
発
。
二
〇
一
二
年
に
は
陸
前
高
田
と
交
流
戦
を
実
施
。

二
〇
二
一
年
か
ら
は
、「
リ
モ
ー
ト
か
ぶ
と
虫
相
撲
」
を
展
開
。

今
年
は
「
い
ま
の
時
期
、
森
に
い
る
ポ
ケ
モ
ン
を
毎
月
、
切
り

絵
で
表
現
す
る
活
動
」
に
も
挑
戦
中
。
森
の
活
動
は
い
つ
で
も

参
加
者
、
募
集
中
で
す
。 

 

※
六
月
は
九
日
（
日
）。
一
〇
時
集
合
。
神
明
緑
地
チ
カ
ン
注

意
の
看
板
下
。
一
六
時
解
散
予
定
。 

 

七
月
は
一
三
日
（
土
）、
カ
ブ
ト
ム
シ
観
察
会
も
計
画
中
。 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
鶴
二
お
や
じ
た
ち
の
会
」
で
ご
確
認
を
。 

(

問
合
せ) 

篠
田
道
秀(

4

組)
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神
明
緑
地
を
き
れ
い
に
！
楽
し
く
！ 

 
 

 

「
鶴
二
お
や
じ
た
ち
の
会
」
参
加
者
募
集 



   

 
 

わ
が
家
は
、
二
〇
〇
四
年
冬
、
ち
ょ
う
ど
第
二
子
が
誕
生

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
広
袴
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
こ
の
地
に

住
ん
で
ま
も
な
く
二
〇
年
、
そ
の
子
は
成
長
し
て
今
年
二
〇

歳
に
な
る
。
時
の
経
過
と
子
ど
も
の
成
長
は
早
い
も
の
で
あ

る
。 

 
 

広
袴
に
住
む
こ
と
を
決
め
た
の
は
、
ま
ず
、
生
活
に
必
要

な
商
業
施
設
や
駅
が
適
度
な
距
離
に
あ
り
、
第
一
子
が
通
っ

て
い
た
保
育
園
に
も
近
く
便
利
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
緑
が

多
く
自
然
が
豊
か
で
、
子
育
て
に
最
適
な
環
境
と
思
わ
れ
た

か
ら
だ
っ
た
。 

 
 

住
宅
の
区
画
を
選
ぶ
際
に
は
、
安
全
性
を
考
え
て
通
過
交

通
が
ほ
と
ん
ど
な
い
所
を
選
ん
だ
が
、
家
の
周
り
の
路
上
で

も
安
心
し
て
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
う
。
庭
の
手
入
れ
な
ど
外
仕
事
に
熱
心
な
隣
人

が
多
く
、
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
、
温
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
。 

 
 

移
り
住
ん
で
み
れ
ば
、
広
袴
周
辺
は
、
想
像
以
上
に
素
晴

ら
し
い
子
育
て
に
適
し
た
環
境
だ
っ
た
。
子
ど
も
の
笑
い
声

が
絶
え
な
い
近
所
の
広
袴
公
園
、
足
を
延
ば
せ
ば
広
い
緑
地

と
遊
具
が
揃
っ
た
真
光
寺
公
園
、
広
場
を
取
り
囲
む
鶴
川
団

地
セ
ン
タ
ー
商
店
街
の
ほ
か
、
至
る
所
に
公
園
や
緑
地
、
水

辺
や
遊
歩
道
が
あ
る
。 

 
 

 
 

そ
の
後
、
第
三
子
も
生
ま
れ
、
週
末
ご
と
に
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
公
園
を
渡
り
歩
く
の
が
楽

し
み
だ
っ
た
。 

 
 

末
っ
子
が
成
長
す
る
に
つ
れ
、
い
つ
の
ま
に
か
公
園
と
は
縁 

遠
く
な
っ
た
が
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ 

る
在
宅
勤
務
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
今
度
は
夫
婦
で
近
隣
を
散 

歩
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
、
広
袴
周
辺
に
は
、
住
民 

が
自
然
を
楽
し
み
憩
う
た
め
の
空
間
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
を
再

発
見
し
た
。 

 

私
自
身
も
五
〇
歳
台
後
半
と
な
り
、
一
〇
年
以
内
に
は
退
職

す
る
。
仕
事
上
の
付
き
合
い
は
減
る
が
、
そ
う
な
っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
保
育
園
や
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
友
人
・
知
人
が
い
る
の
は
あ
り
が
た
い
。 

 
 

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
成
長
し
た
公
園
の
桜
や
街
路
樹
、
近

隣
の
宅
地
の
植
栽
も
、
二
〇
年
の
歳
月
を
経
て
成
熟
し
た
姿
を

見
せ
て
い
る
。
仕
事
が
一
段
落
し
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
力
を
入
れ
、
今
度
は
地
域
に
恩
返
し
を
し
よ
う
か
と
考
え

て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

12

組 

桜
井
邦
夫
） 

             

                              

編
集
後
記 

 

▼
今
年
度
最
初
の
「
広
袴
便
り
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
七
月
発
行
で
し
た
が
、
今
年
か
ら
六
月
に

な
り
ま
し
た
。
町
内
会
報
は
、
広
袴
町
内
会
が
主
催
す

る
行
事
を
会
員
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
主
な
目

的
で
す
。
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
一
月
一
日
付
で

創
刊
号
を
出
し
、
毎
年
３
回
の
刊
行
で
、
今
年
の
六
月

号
は
第
六
三
号
と
な
り
ま
す
。
▼
二
〇
年
ほ
ど
前
、
都

市
公
団
（
現
・
都
市
再
生
機
構
）
の
定
期
借
地
契
約
が

あ
り
、
広
袴
の
地
に
住
居
が
急
増
し
ま
し
た
。
今
回
、

二
〇
周
年
を
記
念
し
、
長
年
広
袴
に
お
住
ま
い
の
皆
様

に
「
広
袴
に
住
ん
で
□
□
年
」
と
題
し
て
、
ご
感
想
な

ど
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
▼
三
〇
歳
台

で
移
住
さ
れ
た
方
は
今
五
〇
歳
台
、
定
年
退
職
後
に
移

住
さ
れ
た
方
は
八
〇
歳
台
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
元
々

広
袴
に
お
住
ま
い
の
方
、
と
い
う
三
つ
の
ケ
ー
ス
を
考

え
、
掲
載
し
て
い
き
ま
す
が
、
居
住
年
数
に
関
係
な
く
、

こ
の
地
に
住
ん
で
の
思
い
出
等
を
、
寄
稿
し
た
い
と
思

う
方
、
歓
迎
し
ま
す
、
会
報
の
編
集
を
担
当
し
ま
す
渋

谷
寿
（
12
組
）（g

y3
h

-sb
y@

a
s
a
h

i-n
e
t.o

r.jp

）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
▼
今
年
度
の
「
広
袴
便
り
」
の

取
材
・
編
集
担
当
は
、
渋
谷
の
ほ
か
大
石
司 (

8
組)

、

渡
邉
祥
聡
（
１
組
）
、
長
谷
芳
教(

１
組)

、
新
堀
牧
子(

15

組) 

、
南
部
修(

16
組) 

、
水
野
亜
矢(

9
組)

、
高
橋
史

晃(

4
組)

、
久
保
田
高
穂(

11
組)

と
い
う
メ
ン
バ
ー
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広

袴

に

住

ん

で

二

〇

年 

mailto:gy3h-sby@asahi-net.or.jp


                   

 
                     

                                        

                             

ヒ
ヨ
ド
リ
は
最
も
よ
く
観
ら
れ
る
野

鳥
の
一
種
で
あ
る
。
広
袴
周
辺
で
も
①

の
広
袴
池
の
ア
シ
の
枯
れ
た
茎
や
、
②

の
真
光
寺
川
沿
い
の
住
宅
の
柵
の
ポ
ー

ル
上
や
、
③
の
尾
根
道
東
端
の
里
山
周

辺
や
、
④
の
神
明
神
社
南
側
付
近
等
々
、

ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
為
、
様
々
な
生
態

が
観
察
で
き
る
。 

②
、
⑲
は
囀
る
姿
。
⑤
は
飛
翔
姿
。

⑥
は
ミ
カ
ン
畑
を
多
数
の
群
れ
で
採
餌

し
て
い
た
際
の
見
張
り
役
と
思
わ
れ

る
。
⑦
～
⑫
は
各
種
実
を
啄
ん
で
い
る

姿
。
⑬
は
広
袴
池
で
水
を
飲
む
姿
。
警

戒
か
ら
か
大
抵
二
～
三
羽
が
一
緒
で
あ

る
。
⑭
は
つ
が
い
と
思
わ
れ
る
。 

⑮
～
⑯
は
住
宅
の
庭
の
樹
に
営
巣
し

た
様
子
。
気
付
い
た
Ｏ
さ
ん
の
ご
協
力

の
下
、
撮
影
さ
せ
て
頂
い
た
。
⑮
の
巣

の
材
料
に
は
ビ
ニ
ー
ル
紐
が
混
ざ
っ
て

い
た
。
ま
た
角
度
を
変
え
て
撮
影
し
た

⑯
は
尾
が
見
え
て
お
り
、
静
か
に
抱
卵

し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
の
時
に
は

巣
立
ち
を
観
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
別
な

機
会
に
、
⑰
の
通
り
Ｔ
さ
ん
宅
の
庭
に

突
如
現
れ
た
雛
を
ご
本
人
が
咄
嗟
に
撮

影
し
た
写
真
を
提
供
し
て
頂
い
た
。 

⑱
～
⑳
は
全
て
尾
根
道
東
端
の
里
山

周
辺
で
観
ら
れ
た
幼
鳥
あ
る
。 

 

ベ
ラ
ン
ダ
に
ふ
い
に
現
る
ふ
わ
ふ
わ
の
ヒ
ヨ
ド
リ

の
雛
試
練
始
ま
る 

 
 

 

（
十
六
組 

篠
田
泰
蔵
） 

 

ヒ
ヨ
ド
リ
の
様
々
な
生
態 

盛
り
、
真
光
寺
川
の
浅
瀬

で
ヒ
ヨ
ド
リ
の
幼
鳥
が

水
浴
び
を
し
て
い
た
場

面
で
あ
る
。
幼
鳥
は
、
成

鳥
に
比
べ
て
体
が
細
い

の
で
暑
さ
は
大
敵
で
あ

る
。
気
持
ち
が
良
い
の
か

バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と
羽
ば

た
か
せ
、
繰
り
返
し
浴
び

て
い
た
。 

㉒
は
終
わ
っ
た
直
後

に
小
枝
に
移
っ
た
と
こ

ろ
。
頭
頂
部
の
羽
毛
が
凄

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

写
真
㉑

は
、
夏
の 

 

話 

②  2023,8,23 

 

③  2023,2,24 ④  2021,7,16 ⑤  2021,7,17 

 

 

⑧  2023,1,4 
 

⑨  2016,1,4 

⑫  2021,7,16 
 

⑬  2024,1,5 
 

⑭  2015,6,16 
 

⑮  

⑯ 

⑱  2021,7,16 
 

⑲  2023,8,22 
 

㉒  

 

⑩  2015,12,18 

 

2024,1,31 

⑦  2015,1,14 
 

⑪  2023,1,28 
 

⑮～⑯ Ｏさんのご協力により  
庭にて撮影    2020,6,24 

 

㉑～㉒ 2023,8,18  

 

㉑ 

⑥  2015,1,18 
 

⑳  2021,6,3 

 

第 35回 

⑰  Ｔさんご提供写真 
2024,3,13 

 

① 


